
●人文学部人文学科カリキュラムマップ
DP1 DP2 DP3 DP4-1 DP4-2 DP4-3 DP4-4 DP4-5

一般基礎教養の力 人文教養の力 人文リテラシーの力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力

外国語、人文・社会系科目だけでなく、理
系科目を含む幅広い教養を身に付けてい
る。また、地域と世界の課題解決に向け
て自らの力を活かす道を模索し定めること
ができる。

哲学、歴史学、社会学、日本・中国言語文
学、欧米言語文学の５コースすべての入
門的内容を身に付け、さらに、その中から
複数の専門分野についてその基礎的内
容を身に付けている。

文系基礎学の思考方法の汎用的基本と、
複数の言語による情報交換や表現手段の
基礎を修得しており、未経験の問題に対し
ても、主体的かつ協同的に解法を構想す
る拠り所となる技能と判断力を有してい
る。

哲学コース：
真善美について、先人の営為に学び、感
性と論理的な思考力を活かして、現代に
おける課題をみずから発見し、探求し、表
現することができる。

歴史学コース：
歴史事象に関する広い知識を修得すると
ともに広い視野を獲得し、歴史的な資料の
特質を、その批判的な読解・分析を通じて
理解し、歴史的事実を確定して歴史の再
構成を行う方法を学び、それができる能力
を有している。

社会学コース：
社会学の目的や性格と現代社会や地域
社会の特質を理解したうえで、独自の研究
課題を発見し、データの的確な収集・分析
に基づいて、研究成果として表現できる。

日本・中国言語文学コース：
日本・中国の言語と文学表現の特質や歴
史を理解し、言語・文学の諸相に表れた人
間社会の多様性と普遍性について考察す
る力を有している。日本語や中国語の高
いリテラシー能力を身に付けている。

欧米言語文学コース：
欧米地域さらには世界各地の言語と文学
の諸相に表れた人間社会の多様性と普遍
性について考察する力を有している。英語
やヨーロッパ言語の高いリテラシー能力、
及び世界の個別言語のリテラシー能力を
身に付けている。

基礎セミナー 2 ◎ ◎

データ科学と社会I 1 ◎ ◎

データ科学と社会II 1 ◎ ◎

運動健康科学 1 ◎ ◎

山口と世界 1 ◎ ◎

知の広場 1 ◎ ◎

キャリア教育 1 ◎ ◎

英語Iaまたは英語IIa 2 ○ ◎

英語Ibまたは英語IIb 2 ○ ◎

英語会話Iaまたは英語会話IIa 2 ○ ◎

英語会話Ibまたは英語会話IIb 2 ○ ◎

哲学 1 ◎ ◎

歴史学 1 ◎ ◎

社会学 1 ◎ ◎

経済と法１ 1 ◎ ◎

経済と法２ 1 ◎ ◎

経済と法３ 1 ◎ ◎

自然科学１ 1 ◎ ◎

自然科学2 1 ◎ ◎

人間の発達と育成１ 1 ◎ ◎

人間の発達と育成２ 1 ◎ ◎

文化の継承と創造１ 1 ◎ ◎

文化の継承と創造２ 1 ◎ ◎

社会と医療 1 ◎ ◎

科学技術と社会 1 ◎ ◎

環境と人間 1 ◎ ◎

食と生命 1 ◎ ◎

文学 1 ◎ ◎

言語学 1 ◎ ◎

ドイツ語初級前期 4 〇 ◎ ◎

ドイツ語初級後期 4 〇 ◎ ◎

ドイツ語中級I 2 〇 ◎ ◎

ドイツ語中級II 2 〇 ◎ ◎

ドイツ語中級III 2 〇 ◎ ◎

フランス語初級前期 4 〇 ◎ ◎

フランス語初級後期 4 〇 ◎ ◎

フランス語中級I 2 〇 ◎ ◎

フランス語中級II 2 〇 ◎ ◎

フランス語中級III 2 〇 ◎ ◎

中国語初級前期 4 〇 ◎ ○

中国語初級後期 4 〇 ◎ ○

中国語中級I 2 〇 ◎ ○

中国語中級II 2 〇 ◎ ○

中国語中級III 2 〇 ◎ ○

英会話I 2 〇 ◎ ◎

英会話II 2 〇 ◎ ◎

英作文 2 〇 ◎ ◎

時事英語 2 〇 ◎ ◎

英米事情 2 〇 ◎ ◎

言語構造と精神世界 2 〇 ◎

日本語 2～ 〇 ◎

必読名著 2 〇 ◎

英語専門文献読解 2 〇 ◎ ○ ○

ドイツ語文献読解(基礎) 2 〇 ◎ ○

ドイツ語文献読解(展開) 2 〇 ◎ ○

フランス語文献読解(歴史) 2 〇 ◎ ○ ○

フランス語文献読解(文化) 2 〇 ◎ ○ ○

くずし字(変体仮名) 2 〇 ◎ ○

くずし字(基礎) 2 〇 ◎ ○

くずし字(展開) 2 〇 ◎ ○

古文 2 〇 ◎

明治文学講読 2 〇 ◎ ○

中国漢文(基礎) 2 〇 ◎ ○ ○ ○

中国漢文(展開) 2 〇 ◎ ○ ○ ○

変体漢文(基礎) 2 〇 ◎ ○

変体漢文(展開) 2 〇 ◎ ○

ラテン語(基礎) 2 〇 ◎ ○ ○

ラテン語(展開) 2 〇 ◎ ○ ○

ギリシア語(基礎) 2 〇 ◎ ○

ギリシア語(展開) 2 〇 ◎ ○

課題の発見と検証 2 〇 ◎ ○

量的調査データ解析法入門 2 〇 ◎ ○

量的調査データ解析法基礎 2 〇 ◎ ○

質的調査データ解析法 2 〇 ◎ ○

図学 2 〇 ◎ ○

音声学 2 〇 ◎ ○

論理 2 〇 ◎

論理(言語処理) 2 〇 ◎ ○

情報処理(言語情報) 2 〇 ◎ ○

情報処理(思考支援) 2 〇 ◎ ○

スピリチュアリティ 2 〇 ◎
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外国語、人文・社会系科目だけでなく、理
系科目を含む幅広い教養を身に付けてい
る。また、地域と世界の課題解決に向け
て自らの力を活かす道を模索し定めること
ができる。

哲学、歴史学、社会学、日本・中国言語文
学、欧米言語文学の５コースすべての入
門的内容を身に付け、さらに、その中から
複数の専門分野についてその基礎的内
容を身に付けている。

文系基礎学の思考方法の汎用的基本と、
複数の言語による情報交換や表現手段の
基礎を修得しており、未経験の問題に対し
ても、主体的かつ協同的に解法を構想す
る拠り所となる技能と判断力を有してい
る。

哲学コース：
真善美について、先人の営為に学び、感
性と論理的な思考力を活かして、現代に
おける課題をみずから発見し、探求し、表
現することができる。

歴史学コース：
歴史事象に関する広い知識を修得すると
ともに広い視野を獲得し、歴史的な資料の
特質を、その批判的な読解・分析を通じて
理解し、歴史的事実を確定して歴史の再
構成を行う方法を学び、それができる能力
を有している。

社会学コース：
社会学の目的や性格と現代社会や地域
社会の特質を理解したうえで、独自の研究
課題を発見し、データの的確な収集・分析
に基づいて、研究成果として表現できる。

日本・中国言語文学コース：
日本・中国の言語と文学表現の特質や歴
史を理解し、言語・文学の諸相に表れた人
間社会の多様性と普遍性について考察す
る力を有している。日本語や中国語の高
いリテラシー能力を身に付けている。

欧米言語文学コース：
欧米地域さらには世界各地の言語と文学
の諸相に表れた人間社会の多様性と普遍
性について考察する力を有している。英語
やヨーロッパ言語の高いリテラシー能力、
及び世界の個別言語のリテラシー能力を
身に付けている。
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図書館概論 2 〇 ◎

感性と表現(伝承文化の解読) 2 〇 ◎ ○

感性と表現(現代文化の解読) 2 〇 ◎ ○

野外調査 2 〇 ◎ ○

言語と人間 2 〇 ◎

哲学と人間 2 〇 ◎ ○

宗教と人間 2 〇 ◎ ○

インターンシップ 1～2 〇 ◎

哲学概論 2 〇 ◎

西洋哲学概論(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学概論(倫理学) 2 〇 ◎

東洋思想史概論(中国) 2 〇 ◎

東洋思想史概論(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史概論(日本近世) 2 〇 ◎

美学・美術史概論(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史概論(美術史) 2 〇 ◎

宗教学概論 2 〇 ◎

日本史概説(古代・中世) 2 〇 ◎

日本史概説(近世・近現代) 2 〇 ◎

日本史入門(古代) 2 〇 ◎

日本史入門(中世) 2 〇 ◎

日本史入門(近世) 2 〇 ◎

日本史入門(近現代) 2 〇 ◎

東洋史概説 2 〇 ◎

東洋史入門(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史入門(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史概説 2 〇 ◎

西洋史入門(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史入門(近世・近代) 2 〇 ◎

考古学概説 2 〇 ◎

考古学入門(先史) 2 〇 ◎

考古学入門(比較) 2 〇 ◎

現代社会学概論(基礎理論) 2 〇 ◎

現代社会学概論(社会調査) 2 〇 ◎

社会心理学概論 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学概論 2 〇 ◎

日本語学概説(古代語) 2 〇 ◎

日本語学概説(現代語) 2 〇 ◎

日本語史 2 〇 ◎

日本文学史(中古) 2 〇 ◎

日本文学史(近世) 2 〇 ◎

日本文学史(近代) 2 〇 ◎

中国語学概説(文法) 2 〇 ◎

中国語学概説(音声) 2 〇 ◎

中国文学史 2 〇 ◎

英語学概説(文法と意味) 2 〇 ◎

英語学概説(形態と音声) 2 〇 ◎

英語史 2 〇 ◎

英米文学史(イギリス) 2 〇 ◎

英米文学史(アメリカ) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学概説(独語系) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学概説(仏語系) 2 〇 ◎

欧州文学史 2 〇 ◎

比較文学 2 〇 ◎

言語学概論(音韻・形態・統語) 2 〇 ◎

言語学概論(意味・類型・歴史) 2 〇 ◎

言語類型論 2 〇 ◎

西洋哲学特殊講義(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学特殊講義(倫理学) 2 〇 ◎

東洋思想史特殊講義(中国) 2 〇 ◎

東洋思想史特殊講義(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史特殊講義(日本近世) 2 〇 ◎

美学・美術史特殊講義(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史特殊講義(美術史) 2 〇 ◎

宗教学特殊講義 2 〇 ◎

日本史特殊講義(古代) 2 〇 ◎

日本史特殊講義(中世) 2 〇 ◎

日本史特殊講義(近世) 2 〇 ◎

日本史特殊講義(近現代) 2 〇 ◎

東洋史特殊講義(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史特殊講義(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史特殊講義(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史特殊講義(近世・近代) 2 〇 ◎

考古学特殊講義(比較) 2 〇 ◎

考古学特殊講義(先史) 2 〇 ◎

現代社会学特殊講義(地域福祉) 2 〇 ◎

現代社会学特殊講義(コミュニティと災害) 2 〇 ◎

社会心理学特殊講義(社会問題) 2 〇 ◎

社会心理学特殊講義(コミュニケーション) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学特殊講義(現代民俗) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学特殊講義(生活文化) 2 〇 ◎

日本語学特殊講義(古代語) 2 〇 ◎

日本語学特殊講義(現代語) 2 〇 ◎
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外国語、人文・社会系科目だけでなく、理
系科目を含む幅広い教養を身に付けてい
る。また、地域と世界の課題解決に向け
て自らの力を活かす道を模索し定めること
ができる。

哲学、歴史学、社会学、日本・中国言語文
学、欧米言語文学の５コースすべての入
門的内容を身に付け、さらに、その中から
複数の専門分野についてその基礎的内
容を身に付けている。

文系基礎学の思考方法の汎用的基本と、
複数の言語による情報交換や表現手段の
基礎を修得しており、未経験の問題に対し
ても、主体的かつ協同的に解法を構想す
る拠り所となる技能と判断力を有してい
る。

哲学コース：
真善美について、先人の営為に学び、感
性と論理的な思考力を活かして、現代に
おける課題をみずから発見し、探求し、表
現することができる。

歴史学コース：
歴史事象に関する広い知識を修得すると
ともに広い視野を獲得し、歴史的な資料の
特質を、その批判的な読解・分析を通じて
理解し、歴史的事実を確定して歴史の再
構成を行う方法を学び、それができる能力
を有している。

社会学コース：
社会学の目的や性格と現代社会や地域
社会の特質を理解したうえで、独自の研究
課題を発見し、データの的確な収集・分析
に基づいて、研究成果として表現できる。

日本・中国言語文学コース：
日本・中国の言語と文学表現の特質や歴
史を理解し、言語・文学の諸相に表れた人
間社会の多様性と普遍性について考察す
る力を有している。日本語や中国語の高
いリテラシー能力を身に付けている。

欧米言語文学コース：
欧米地域さらには世界各地の言語と文学
の諸相に表れた人間社会の多様性と普遍
性について考察する力を有している。英語
やヨーロッパ言語の高いリテラシー能力、
及び世界の個別言語のリテラシー能力を
身に付けている。
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日本文学特殊講義(中古) 2 〇 ◎

日本文学特殊講義(近世) 2 〇 ◎

日本文学特殊講義(近代) 2 〇 ◎

日本文学特殊講義(近現代) 2 〇 ◎

中国語学特殊講義(中国の諸言語) 2 〇 ◎

中国語学特殊講義(音韻・文字) 2 〇 ◎

中国文学特殊講義 2 〇 ◎

英語学特殊講義(統語論) 2 〇 ◎

英語学特殊講義(形態・音韻論) 2 〇 ◎

英語学特殊講義(意味論) 2 〇 ◎

英文学特殊講義(英語圏) 2 〇 ◎

英文学特殊講義(イギリス) 2 〇 ◎

英文学特殊講義(アメリカ) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学特殊講義(独語系) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学特殊講義(仏語系) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学特殊講義(独語系) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学特殊講義(仏語系) 2 〇 ◎

言語学特殊講義(言語学) 2 〇 ◎

言語学特殊講義(言語情報学) 2 〇 ◎

西洋哲学講読(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学講読(倫理学) 2 〇 ◎

東洋思想史講読(中国経学) 2 〇 ◎

東洋思想史講読(中国諸子学) 2 〇 ◎

東洋思想史講読(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史講読(日本近世) 2 〇 ◎

美学・美術史講読(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史講読(美術史) 2 〇 ◎

宗教学講読(現代日本) 2 〇 ◎

宗教学講読(世界の宗教) 2 〇 ◎

日本史史料基礎講読(古代) 2 〇 ◎

日本史史料発展講読(古代) 2 〇 ◎

日本史史料基礎講読(中世) 2 〇 ◎

日本史史料発展講読(中世) 2 〇 ◎

日本史史料基礎講読(近世) 2 〇 ◎

日本史史料発展講読(近世) 2 〇 ◎

日本史史料基礎講読(近現代) 2 〇 ◎

日本史史料発展講読(近現代) 2 〇 ◎

東洋史史料基礎講読(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史史料発展講読(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史史料基礎講読(近世・近代) 2 〇 ◎

東洋史史料発展講読(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史史料基礎講読(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史史料発展講読(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史史料基礎講読(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史史料発展講読(近世・近代) 2 〇 ◎

現代社会学講読 2 〇 ◎

社会心理学講読 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学講読 2 〇 ◎

日本語学基礎講読(古代語) 2 〇 ◎

日本語学発展講読(古代語) 2 〇 ◎

日本語学基礎講読(現代語) 2 〇 ◎

日本語学発展講読(現代語) 2 〇 ◎

日本文学基礎講読(中古) 2 〇 ◎

日本文学発展講読(中古) 2 〇 ◎

日本文学基礎講読(近世) 2 〇 ◎

日本文学発展講読(近世) 2 〇 ◎

日本文学基礎講読(近代) 2 〇 ◎

日本文学発展講読(近代) 2 〇 ◎

日本文学基礎講読(近現代) 2 〇 ◎

日本文学発展講読(近現代) 2 〇 ◎

中国語学講読(文法) 2 〇 ◎

中国語学講読(音声) 2 〇 ◎

中国文学講読 2 〇 ◎

英語学講読(統語論) 2 〇 ◎

英語学講読(形態・音韻論) 2 〇 ◎

英語学講読(意味論) 2 〇 ◎

英文学講読(英語圏) 2 〇 ◎

英文学講読(イギリス) 2 〇 ◎

英文学講読(アメリカ) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学講読(独語系) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学講読(仏語系) 2 〇 ◎

日本史実習 2 〇 ◎

東洋史実習 2 〇 ◎

考古学実習(遺物調査) 2 〇 ◎

考古学実習(遺跡調査) 2 〇 ◎

現代社会学調査実習(企画と実施) 2 〇 ◎

現代社会学調査実習(分析と報告) 2 〇 ◎

社会心理学調査実習(企画と実施) 2 〇 ◎

社会心理学調査実習(分析と報告) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学調査実習(企画と実施) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学調査実習(分析と報告) 2 〇 ◎

西洋哲学演習(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学演習(倫理学) 2 〇 ◎

実
習
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DP1 DP2 DP3 DP4-1 DP4-2 DP4-3 DP4-4 DP4-5

一般基礎教養の力 人文教養の力 人文リテラシーの力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力

外国語、人文・社会系科目だけでなく、理
系科目を含む幅広い教養を身に付けてい
る。また、地域と世界の課題解決に向け
て自らの力を活かす道を模索し定めること
ができる。

哲学、歴史学、社会学、日本・中国言語文
学、欧米言語文学の５コースすべての入
門的内容を身に付け、さらに、その中から
複数の専門分野についてその基礎的内
容を身に付けている。

文系基礎学の思考方法の汎用的基本と、
複数の言語による情報交換や表現手段の
基礎を修得しており、未経験の問題に対し
ても、主体的かつ協同的に解法を構想す
る拠り所となる技能と判断力を有してい
る。

哲学コース：
真善美について、先人の営為に学び、感
性と論理的な思考力を活かして、現代に
おける課題をみずから発見し、探求し、表
現することができる。

歴史学コース：
歴史事象に関する広い知識を修得すると
ともに広い視野を獲得し、歴史的な資料の
特質を、その批判的な読解・分析を通じて
理解し、歴史的事実を確定して歴史の再
構成を行う方法を学び、それができる能力
を有している。

社会学コース：
社会学の目的や性格と現代社会や地域
社会の特質を理解したうえで、独自の研究
課題を発見し、データの的確な収集・分析
に基づいて、研究成果として表現できる。

日本・中国言語文学コース：
日本・中国の言語と文学表現の特質や歴
史を理解し、言語・文学の諸相に表れた人
間社会の多様性と普遍性について考察す
る力を有している。日本語や中国語の高
いリテラシー能力を身に付けている。

欧米言語文学コース：
欧米地域さらには世界各地の言語と文学
の諸相に表れた人間社会の多様性と普遍
性について考察する力を有している。英語
やヨーロッパ言語の高いリテラシー能力、
及び世界の個別言語のリテラシー能力を
身に付けている。

授業科目

履
修
年
次

単
位
数

必修◎／選択必修○／選択△
授業科目の
到達目標
（箇条書き）

東洋思想史演習(中国) 2 〇 ◎

東洋思想史演習(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史演習(日本近世) 2 〇 ◎

美学・美術史演習(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史演習(美術史) 2 〇 ◎

宗教学演習 2 〇 ◎

宗教学実習 2 〇 ◎

西洋哲学卒論基礎演習(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学卒論発展演習(哲学) 2 〇 ◎

西洋哲学卒論基礎演習(倫理学) 2 〇 ◎

西洋哲学卒論発展演習(倫理学) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論基礎演習(中国) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論発展演習(中国) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論基礎演習(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論発展演習(日本古代中世) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論基礎演習(日本近世) 2 〇 ◎

東洋思想史卒論発展演習(日本近世) 2 〇 ◎

美学・美術史卒論基礎演習(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史卒論発展演習(美学) 2 〇 ◎

美学・美術史卒論基礎演習(美術史) 2 〇 ◎

美学・美術史卒論発展演習(美術史) 2 〇 ◎

宗教学卒論基礎演習 2 〇 ◎

宗教学卒論発展演習 2 〇 ◎

日本史基礎演習(古代) 2 〇 ◎

日本史発展演習(古代) 2 〇 ◎

日本史基礎演習(中世) 2 〇 ◎

日本史発展演習(中世) 2 〇 ◎

日本史基礎演習(近世) 2 〇 ◎

日本史発展演習(近世) 2 〇 ◎

日本史基礎演習(近現代) 2 〇 ◎

日本史発展演習(近現代) 2 〇 ◎

東洋史基礎演習(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史発展演習(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史基礎演習(近世・近代) 2 〇 ◎

東洋史発展演習(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史基礎演習(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史発展演習(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史基礎演習(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史発展演習(近世・近代) 2 〇 ◎

考古学基礎演習(先史) 2 〇 ◎

考古学発展演習(先史) 2 〇 ◎

考古学基礎演習(比較) 2 〇 ◎

考古学発展演習(比較) 2 〇 ◎

日本史卒論基礎演習(古代) 2 〇 ◎

日本史卒論発展演習(古代) 2 〇 ◎

日本史卒論基礎演習(中世) 2 〇 ◎

日本史卒論発展演習(中世) 2 〇 ◎

日本史卒論基礎演習(近世) 2 〇 ◎

日本史卒論発展演習(近世) 2 〇 ◎

日本史卒論基礎演習(近現代) 2 〇 ◎

日本史卒論発展演習(近現代) 2 〇 ◎

東洋史卒論基礎演習(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史卒論発展演習(古代・中世) 2 〇 ◎

東洋史卒論基礎演習(近世・近代) 2 〇 ◎

東洋史卒論発展演習(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史卒論基礎演習(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史卒論発展演習(古代・中世) 2 〇 ◎

西洋史卒論基礎演習(近世・近代) 2 〇 ◎

西洋史卒論発展演習(近世・近代) 2 〇 ◎

考古学卒論基礎演習(比較) 2 〇 ◎

考古学卒論発展演習(比較) 2 〇 ◎

考古学卒論基礎演習(先史) 2 〇 ◎

考古学卒論発展演習(先史) 2 〇 ◎

現代社会学基礎演習(コミュニティ論) 2 〇 ◎

現代社会学発展演習(コミュニティ論) 2 〇 ◎

現代社会学基礎演習(地域福祉論) 2 〇 ◎

現代社会学発展演習(地域福祉論) 2 〇 ◎

社会心理学基礎演習(コミュニケーション論) 2 〇 ◎

社会心理学発展演習(コミュニケーション論) 2 〇 ◎

社会心理学基礎演習(社会問題論) 2 〇 ◎

社会心理学発展演習(社会問題論) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学基礎演習(現代民俗論) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学発展演習(現代民俗論) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学基礎演習(生活文化論) 2 〇 ◎

民俗学・文化人類学発展演習(生活文化論) 2 〇 ◎

現代社会学卒論基礎演習(コミュニティ論) 2 〇 ◎

現代社会学卒論発展演習(コミュニティ論) 2 〇 ◎

現代社会学卒論基礎演習(地域福祉論) 2 〇 ◎

現代社会学卒論発展演習(地域福祉論) 2 〇 ◎
社会心理学卒論基礎演習(コミュニケーション
論)

2 〇 ◎
社会心理学卒論発展演習(コミュニケーション
論)

2 〇 ◎

社会心理学卒論基礎演習(社会問題論) 2 〇 ◎

社会心理学卒論発展演習(社会問題論) 2 〇 ◎
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DP1 DP2 DP3 DP4-1 DP4-2 DP4-3 DP4-4 DP4-5

一般基礎教養の力 人文教養の力 人文リテラシーの力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力 人文専門の力

外国語、人文・社会系科目だけでなく、理
系科目を含む幅広い教養を身に付けてい
る。また、地域と世界の課題解決に向け
て自らの力を活かす道を模索し定めること
ができる。

哲学、歴史学、社会学、日本・中国言語文
学、欧米言語文学の５コースすべての入
門的内容を身に付け、さらに、その中から
複数の専門分野についてその基礎的内
容を身に付けている。

文系基礎学の思考方法の汎用的基本と、
複数の言語による情報交換や表現手段の
基礎を修得しており、未経験の問題に対し
ても、主体的かつ協同的に解法を構想す
る拠り所となる技能と判断力を有してい
る。

哲学コース：
真善美について、先人の営為に学び、感
性と論理的な思考力を活かして、現代に
おける課題をみずから発見し、探求し、表
現することができる。

歴史学コース：
歴史事象に関する広い知識を修得すると
ともに広い視野を獲得し、歴史的な資料の
特質を、その批判的な読解・分析を通じて
理解し、歴史的事実を確定して歴史の再
構成を行う方法を学び、それができる能力
を有している。

社会学コース：
社会学の目的や性格と現代社会や地域
社会の特質を理解したうえで、独自の研究
課題を発見し、データの的確な収集・分析
に基づいて、研究成果として表現できる。

日本・中国言語文学コース：
日本・中国の言語と文学表現の特質や歴
史を理解し、言語・文学の諸相に表れた人
間社会の多様性と普遍性について考察す
る力を有している。日本語や中国語の高
いリテラシー能力を身に付けている。

欧米言語文学コース：
欧米地域さらには世界各地の言語と文学
の諸相に表れた人間社会の多様性と普遍
性について考察する力を有している。英語
やヨーロッパ言語の高いリテラシー能力、
及び世界の個別言語のリテラシー能力を
身に付けている。

授業科目

履
修
年
次

単
位
数

必修◎／選択必修○／選択△
授業科目の
到達目標
（箇条書き）

民俗学・文化人類学卒論基礎演習(現代民俗
論)

2 〇 ◎
民俗学・文化人類学卒論発展演習(現代民俗
論)

2 〇 ◎
民俗学・文化人類学卒論基礎演習(生活文化
論)

2 〇 ◎
民俗学・文化人類学卒論発展演習(生活文化
論)

2 〇 ◎

日本語学演習(古代語) 2 〇 ◎

日本語学演習(現代語) 2 〇 ◎

日本文学演習(中古) 2 〇 ◎

日本文学演習(近世) 2 〇 ◎

日本文学演習(近代) 2 〇 ◎

日本文学演習(近現代) 2 〇 ◎

中国語学演習 2 〇 ◎

中国文学演習 2 〇 ◎

日本語学卒論基礎演習 2 〇 ◎

日本語学卒論発展演習 2 〇 ◎

日本文学卒論基礎演習 2 〇 ◎

日本文学卒論発展演習 2 〇 ◎

中国語学卒論基礎演習 2 〇 ◎

中国語学卒論発展演習 2 〇 ◎

中国文学卒論基礎演習 2 〇 ◎

中国文学卒論発展演習 2 〇 ◎

英語学演習(統語論) 2 〇 ◎

英語学演習(形態・音韻論) 2 〇 ◎

英語学演習(意味論) 2 〇 ◎

英文学演習(英語圏) 2 〇 ◎

英文学演習(イギリス) 2 〇 ◎

英文学演習(アメリカ) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学演習(独英語) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学演習(ゲルマン諸語) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学演習(仏英語) 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学演習(ロマンス諸語) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学演習(独語系) 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学演習(仏語系) 2 〇 ◎

言語学演習(フィールド言語学) 2 〇 ◎

言語学演習(言語類型論) 2 〇 ◎

言語学演習(言語情報学) 2 〇 ◎

言語学演習(言語理論) 2 〇 ◎

英語学卒論基礎演習 2 〇 ◎

英語学卒論発展演習 2 〇 ◎

英文学卒論基礎演習 2 〇 ◎

英文学卒論発展演習 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学卒論基礎演習 2 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学卒論発展演習 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学卒論基礎演習 2 〇 ◎

欧州文学・比較文学卒論発展演習 2 〇 ◎

言語学卒論基礎演習 2 〇 ◎

言語学卒論発展演習 2 〇 ◎

西洋哲学卒業論文 8 〇 ◎

東洋思想史卒業論文 8 〇 ◎

美学・美術史卒業論文 8 〇 ◎

宗教学卒業論文 8 〇 ◎

日本史卒業論文 8 〇 ◎

東洋史卒業論文 8 〇 ◎

西洋史卒業論文 8 〇 ◎

考古学卒業論文 8 〇 ◎

現代社会学卒業論文 8 〇 ◎

社会心理学卒業論文 8 〇 ◎

民俗学・文化人類学卒業論文 8 〇 ◎

日本語学卒業論文 8 〇 ◎

日本文学卒業論文 8 〇 ◎

中国語学卒業論文 8 〇 ◎

中国文学卒業論文 8 〇 ◎

英語学卒業論文 8 〇 ◎

英文学卒業論文 8 〇 ◎

欧州語比較・対照言語学卒業論文 8 〇 ◎

欧州文学・比較文学卒業論文 8 〇 ◎

言語学卒業論文 8 〇 ◎
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